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◆
十
月
例
会
◆

二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
於

・
四
谷

・
主
婦
会
館

「プ
ラ
ザ
エ
フ
」

金

（自
己
資
金
）
に
頼
り
、
画

一
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
行

っ
て
き
た
。

第
二
に
、
コ

施
設

一
法
人
」
し
か
も
同
族

経
営
と
い
う
形
態
が
圧
倒
的
に
多
く
、
事
業
規

模
が
極
め
て
小
さ
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
施

設
と
し
て
は
小
規
模
の
ほ
う
が
よ
い
が
、
資
金

調
達
や
人
材
の
確
保

。
養
成
を
考
え
る
う
え
で

は
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
必
要
だ
。

第
二
に
、
参
入
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
が
あ
る

が
、
退
出
に
関
し
て
は
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て

い
な
い
。
社
会
福
祉
法
人
の
参
入
と
退
出
を
容

易
に
す
べ
き
だ
が
、
勝
ち
組
だ
け
が
生
き
残
る

社
会
福
祉
法
人
経
営
の
現
状
と
課
題

（慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
）

（本
会
副
理
事
長
）

社
会
福
祉
法
人
経
営
研
究
会
の
座
長
を
務
め
ら
れ
た
田
中
滋
先
生
か
ら
、
本
年
８
月
に
発
表

さ
れ
た
報
告
書

「社
会
福
祉
法
人
経
営
の
現
状
と
課
題
―
―
新
た
な
時
代
に
お
け
る
福
祉
経
営

の
確
立
の
向
け
て
の
基
礎
作
業
―
―
」
を
中
心
に
、
先
生
の
社
会
福
祉
法
人
や
社
会
福
祉
に
関

す
る
意
見
が
語
ら
れ
た
。

施
設
管
理
か
ら
法
人
経
営
ヘ

研
究
会
の
目
的
は
、
社
会
福
祉
法
人
を
改
革

し
、
施
設
管
理
か
ら
法
人
経
営
へ
の
流
れ
を
創

出
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
福
祉
施
設
は
、
児
童
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
縦
割
り
で
あ
り
、
役
所

に
お
け
る
担
当
部
局
も
異
な
る
。
そ
れ
ら
を
横

断
的
に
経
営
す
る
の
が
社
会
福
祉
法
人
で
あ

２一
。従

来
型
社
会
福
祉
法
人
の
特
色
は
、
第

一
に
、

施
設
管
理
は
あ
っ
た
が
法
人
経
営
と
い
う
考
え

方
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
補
助
金
と
寄
付
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市
場
原
理
主
義
に
は
反
対
で
あ
る
。
教
育

。
医

療

・
福
祉
の
分
野
で
は
、
勝
ち
組
だ
け
が
残
る

の
は
間
違

っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
経
営

が
悪
い
と
こ
ろ
は
、
経
営
者
が
出
て
い
く
べ
き

だ
が
、
利
用
者
が
い
る
以
上
、
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
そ
の
も
の
を
停
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。第

四
は
、
行
政
依
存
体
質
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
社
会
福
祉
法
人
は
、
も

っ
ば
ら
行
政
を
向
い

て
い
た
が
、
も

っ
と
政
策
の
動
向
に
日
配
り
す

べ
き
で
あ
る
。
政
策
を
決
め
る
の
は
、
立
法
府

で
あ
り
、
立
法
府
の
代
表
は
市
民
が
決
め
る
も

の
で
あ
る
。
行
政
の
役
割
は
、
基
盤
づ
く
り
で

あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人

第

一
は
、
規
模
の
拡
大
で
あ
る
。
方
法
と
し

て
は
、
合
併
や
譲
渡
だ
け
で
な
く
、
連
携
と
い

う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
第
二
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

（法
人
統
治
）
の
確
立
で
あ

る
。
管
理
運
営
に
あ
た
る
経
営
者
の
暴
走
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
の
が
、
株
主
、
従
業
員
、
同
業
他

社
、
利
用
者
で
あ
り
、
外
か
ら
の
代
表
に
よ
る

経
営
の
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。
社
会
福
祉

法
人
は
公
益
性
を
も
つ
法
人
と
し
て
、
法
令
を

遵
守
し

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
、
説
明
責
任

（ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
医
療
福
祉
の
世
界
で
は
、
善
意

ゆ
え
の
暴
走
や
無
駄
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ

る
。
同
族
的
経
営
に
よ
る
画

一
的
サ
ー
ビ
ス
を

廃
し
、
新
た
な
参
入
と
退
出
に
よ
っ
て
活
性
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
は
、
補
助
金
や
寄
付
金
へ
の
依
存
を
減

ら
し
、
借
金
、
社
債
、
公
募
債
に
加
え
て
、
地

域
か
ら
の
寄
付
を
受
け
や
す
く
し
、
運
用
の
柔

軟
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
、
人
材
の

養
成
と
確
保
で
あ
る
。　
一
般
に
、
社
会
福
祉
の

分
野
で
は
賃
金
が
低
い
が
、
こ
れ
は
零
細
企
業

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
社
会
福
祉
分
野
に
人
が

集
ま
ら
な
い
こ
と
と
、
自
分
の
施
設
に
人
が
集

ま
ら
な
い
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
人
が
集

ま
る
よ
う
な
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、

公
益
を
担
う
中
心
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
単

に
施
設
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

規
制
改
革
よ
り
も
共
助
を

「民
に
で
き
る
も
の
は
民
へ
」
と
い
う
規
制

改
革
に
つ
い
て
だ
が
、
公
＝
官
と
い
う
発
想
は

お
か
し
い
。
官
は
行
政
だ
け
で
は
な
い
し
、
民

は
営
利
企
業
だ
け
で
は
な
い
。
社
会
福
祉
法
人

は
公
と
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は

民
で
あ
る
。

か
つ
て
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
、

私

（自
助
）
と
公

（世
間

。
社
会
）
で
あ
る
。

公
の
代
表
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
宗
教

（牧

師

。
僧
侶
）
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
動
か

す
基
本
原
則
は
互
助
で
あ
る
。
近
代
社
会
が
成

立
す
る
ま
で
は
、
官

（政
府
）
は
、
徴
税
以
外

に
は
介
入
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

１９
世
紀
以

降
の
近
代
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
公
の

崩
壊
と
再
編
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
超

え
る
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
た
。
軍
事

。
警
察

・
教

育

・
郵
便

・
鉄
道
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
、

官
の
強
制
力
が
増
し
て
い
っ
た
。
貧
し
い
人
を

救
済
す
る
た
め
に
公
助
が
行
わ
れ
た
が
、
対
象

は
弱
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。

も
う

一
つ
の
公
は
、
市
場
で
あ
る
。
市
場
に

は
、
明
確
な
ル
ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
自
助

の
徹
底
と
互
助
な
き
自
助
に
基
づ
い
て
、
資
本

の
効
率
的
運
用
を
行
う
の
が
企
業
で
あ
る
。

「努
力
し
た
人
が
報
わ
れ
る
」
の
が
市
場
で
あ
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る
が
、
努
力
で
き
な
い
人
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
。

市
場
経
済
原
理
主
義
者
の
特
徴
は
、
何
事
も

損
得
勘
定
で
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
世
代
会
計

と
は
、
あ
る
世
代
が
社
会
保
障
制
度
に
い
く
ら

支
払
い
、
い
く
ら
給
付
を
受
け
取
る
の
か
を
計

算
し
、
個
人
会
計
と
は
個
人
が
生
涯
に
わ
た
り
、

社
会
保
障
制
度
に
い
く
ら
支
払
い
、
い
く
ら
受

け
取
る
の
か
を
計
算
す
る
。
年
金
は
多
い
ほ
ど

良
い
が
、
医
療
や
介
護
の
給
付
を
多
く
受
け
た

人
は
得
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
幸

な
人
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
い
く
ら
支
払
い
、

い
く
ら
受
け
取
っ
た
か
で
は
な
く
、
手
元
に
い

く
ら
残

っ
た
か
、
つ
ま
り
使
え
る
金
が
い
く
ら

あ
る
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
音
に
比
べ
、

今
の
人
の
ほ
う
が
は
る
か
に
豊
か
と
い
え
る
。

今
、
必
要
な
の
は
、
も
う

一
つ
の
公
、
す
な

わ
ち

「共
助
」
で
あ
る
。
医
療

。
福
祉

。
介
護

な
ど
の
公
益
性
を
第

一
に
す
る
領
域
は
、
不
特

定
多
数
を
対
象
と
し
、
損
得
に
か
か
わ
り
な
く

非
常
時
に
も
供
給
が
求
め
ら
れ
る
。
公
益
セ
ク

タ
ー
の
目
的
は
、
治
療
し
、
癒
す
と
い
っ
た
上

位
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
効
率
的
な
資

源
配
分
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
え
る

の
が
、
宇
沢
弘
文
の
い
う

「社
会
的
共
通
資
本
」

で
あ
り
、
完
結
の
単
位
は
、
「地
域
」
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
典
型
と
い

っ
て
よ
い
。
公
益
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ラ

イ
ヴ
ァ
ル
と
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
競
争
は

相
手
を
倒
す
こ
と
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
名
誉
を
獲
得
す
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
介
護

介
護
の
分
野
に
つ
い
て
み
る
と
、
施
設
重
視

か
ら
在
宅
重
視
へ
の
転
換
が
明
ら
だ
。
介
護
保

険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
老
人
福
祉
施
設
で
は

食
費
や
居
住
費
用
が
保
険
の
対
象
か
ら
は
ず
さ

れ
、
自
己
負
担
に
な
っ
た
。
自
分
で
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が
保
険
事
故
で
あ
り
、

万
人
が
必
要
と
す
る
こ
と
は
保
険
事
故
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
食
費
や
居
住
費
用
の
自
己

負
担
は
当
然
で
あ
る
。

介
護
の
目
的
は
、
生
活
を
支
え
る
こ
と
で
あ

り
、
基
本
は

「住
ま
い
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
向
け
の
住
宅
政
策
が
不
在

で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
住
宅
に
サ
ー
ビ
ス

を
外
付
け
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
在
宅
と
施
設
の
区
別
は
解
消
さ
れ
、

将
来
は
特
養
と
い
う
施
設
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

会
場
か
ら

東
京
都
が
老
人
保
健
施
設
の
閉
鎖
を
公
表
し

た
直
後
で
あ
っ
た
た
め
か
、
予
想
を
上
回
る
参

加
者
が
あ
り
、
社
会
福
祉
法
人
の
将
来
に
対
す

る
不
安
や
懸
念
を
表
明
す
る
質
問
が
続
出
し

た
。
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
社
会
福
祉
法
人
が
ど
の
よ
う
な
道
を
選
ぶ

か
は
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
営
利
企
業
が
対
象

と
し
な
い
よ
う
な
も
う
け
の
少
な
い
サ
ー
ビ
ス

に
活
路
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
た
だ
ち
に
う
ま
く
い
く
と
は
思
わ
れ

な
い
が
、
少
な
く
と
も
誤
り
が
発
生
す
る
確
率

を
減
少
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
経
営
者
に
は
特
別
な

資
格
は
不
要
だ
が
、
そ
の
水
準
に
つ
い
て
は
、

業
界
団
体
で
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

諸
般
の
事
情
か
ら
お
出
か
け
に
く
い
時
期
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
田
中
先
生
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（袖
井
孝
子
・
記
）
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介
護
保
険
導
入
前
夜
の
韓
国
福
祉
事
情

・

（社
会
福
祉
法
人

「
こ
こ
ろ
の
家
族

・
故
郷
の
家
」
理
事
長
）

（本
会
副
理
事
長
）

１１
月
の
例
会
は
来
年
６
月
に
当
会
が
開
催
す
る
国
際
会
議
の
事
前
勉
強
会
の
意
味
を
込
め

て
、
テ
基
氏
を
お
迎
え
し
講
演
を
う
か
が
っ
た
。

f°

月
例
会
◆

二
〇
〇
六
年
十

一
月
十
七
日
圏

家
族
事
情

司 講

会 師

沖 ヂラ

藤

典

子 基キ

始
め
に
樋
口
恵
子

（本
会
理
事
長
）
さ
ん
か

ら
升
基
氏
の
紹
介
。
氏
は
韓
国
人
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
師
の
父
、
日
本
人
の
母
田
内
千
鶴
子
さ
ん

と
の
あ
い
だ
に
誕
生
、
田
内
さ
ん
が
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
心
血
を
注
ぎ
氏
が
継
承
し
た
韓
国

共
生
福
祉
財
団
は
、
２
０
０
８
年
に
は
８０
周
年

を
迎
え
る
。
日
本
で
は
社
会
福
祉
法
人

「
こ
こ

ろ
の
家
族
」
理
事
長
と
し
て
堺
、
神
戸
で
在
日

韓
国
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
し
、
さ
ら
に
京
都
で

の
ホ
ー
ム
建
設
を
進
め
て
い
る
。

ヂ
氏
は
、
韓
国
そ
し
て
日
本
で
の
永
年
の
活

動
に
よ
っ
て
、
今
年
６
月
、
韓
国
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
呼
ば
れ
る

「湖
巌
賞

（ホ
ア
ム
賞
と

を

受
賞
さ
れ
た
。

出
生
率
は
１

・
０８
人
―
韓
国
の
家
族
事
情

韓
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
昨
年
が
１

・
０８

人
、
そ
の
前
年
の
１

・
１６
人
か
ら
さ
ら
に
低
下

し
史
上
最
低
の
出
生
率
と
な
っ
た
。
子
ど
も
の

必
要
を
問
う
調
査
で

「必
ず
子
ど
も
が
必
要
」

と
の
答
は
、
１
９
９
１
年
は
９０

．
３
％
だ
っ
た

の
に
２
０
０
０
年
に
は
５８

・
１
％
と
急
激
に
低

下
し
て
い
る
。

戸
主
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
儒
教
の

於

・
女
性
と
仕
事
の
未
来
館

国
韓
国
で
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
少
子
化
が
進
む
の

だ
ろ
う
か
。
働
く
人
の
２
人
に
１
人
が
女
性
、

高
校
生
の
う
ち
８０
％
強
が
大
学
進
学
と
の
こ
と

だ
。
次
の
大
統
領
選
挙
で
女
性
の
大
統
領
が
誕

生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ヂ
氏
は

「儒
教
文
化
、

軍
政
文
化
の
腐
敗
で
政
治
が
悪
化
、
こ
れ
に
対

す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
女
性
」
と
、
興
味
深

い
指
摘
を
さ
れ
た
。

韓
国
に
は

「雁
父
さ
ん

（キ
ロ
ギ
ア
ッ
パ
と

と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
の
指
摘
も
、
興
味
深
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
を
海
外
に
留
学
さ
せ

て
奥
さ
ん
と
別
居
し
て
が
ん
ば
る
父
親
の
こ

と
。
そ
れ
ほ
ど
の
教
育
指
向
の
源
に
は
、
「教

育
が
な
か
っ
た
か
ら
国
を
取
ら
れ
た
」
と
の
か

つ
て
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
国
民
意
識
が
あ

る
。
氏
は
個
人
主
義
価
値
観
が
強
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
瞬
時
こ
の
点
に
ふ
れ
た

だ
け
だ
っ
た
が
、
聞
き
手
と
し
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た

一
瞬
で
あ
っ
た
。

韓
国
老
人
髪
髪

（ス
パ
ル
）
保
険

こ
の
よ
う
な
家
族
事
情
を
背
景
に
、
２
０
０

８
年
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
現
在
国
会
で
は
、
髪

髪

（ス
バ
ル
）
保
険
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。
ス
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バ
ル
の
漢
字
は
家

（ひ
げ
）
と
髪

（か
み
の
毛
）
、

身
近
で
付
き
添
う
、
世
話
を
す
る
、
手
伝
う
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
ス
バ
ル
保
険
す
な
わ
ち
介

護
保
険
で
あ
る
。

国
会
に
は
６
本
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
政
府
案
の
ほ
か
に
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
議

員
か
ら
２
本
、
労
働
党
の
議
員
か
ら
１
本
、
与

党
ウ
リ
党
の
議
員
か
ら
２
本
で
あ
る
。
同
じ
政

党
か
ら
複
数
の
議
員
立
法
が
提
出
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
だ
。

制
度
の
詳
細
に
ま
で
ふ
れ
る
余
裕
は
な
か
っ

た
が
、
主
な
相
違
点
は
障
害
者
を
含
む
べ
き
か
、

管
理
運
営
主
体
は
健
康
保
険
公
団
か
地
方
自
治

体
か
、
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
介
護

保
険
の
論
点
に
類
似
し
て
い
る
。

質
疑
の
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
だ

が
、
韓
国
の
介
護
保
険
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

お
か
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
た
ず
さ
わ
る
。
ア
氏
自
身

韓
国
の
社
会
福
祉
士
協
会
の
会
長
を
歴
任
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
の
福
祉
が
縦
割
り
の
行
政
措

置
の
下
に
お
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
の
社

会
福
祉
事
業
は
民
間
に
よ
り
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
て
い
る
。
介
護

保
険
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
が
今
後
結
合
し

て
、
ど
の
よ
う
に
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
か
、

韓
国
で
の
行
方
が
お
お
い
に
関
心
を
惹
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

故
郷
の
家
―
異
文
化
福
祉

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
性
か
ら
発
展

し
て
、
在
日
コ
リ
ア
ン
高
齢
者
と
介
護
保
険
に

つ
い
て
も
論
点
が
及
ん
だ
。
日
本
人
を
視
野
に

入
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
在
日
外
国
人
へ
の

広
報
不
足
、
要
介
護
度
認
定
時
の
言
葉
の
壁
、

韓
国
語
を
話
せ
な
い
介
護
福
祉
士
や
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
人
材
の
壁
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
は
重
い

も
の
が
あ
っ
た
。

日
本
に
住
む
約
２
０
０
万
人
の
外
国
人
の
う

ち
在
日
コ
リ
ア
ン
は
６０
万
人
、
一言
葉
、
食
べ
物
、

生
活
習
慣
、
遊
び
な
ど
、
異
文
化
を
も
っ
て
暮

ら
し
て
い
る
。
大
阪
や
神
戸
な
ど
で
在
日
韓
国

老
人
ホ
ー
ム

「故
郷
の
家
」
を
運
営
さ
れ
て
き

た
ヂ
氏
は
、
そ
の
経
験
の
中
か
ら
介
護
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
の
養
成
に
あ
た
っ
て
、
異
文
化
福

祉
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す

る
知
識
や
技
能
、
教
材
の
開
発
の
必
要
性
を
強

調
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
こ
の
時
代
と
社
会

で
、
異
文
化
、
多
文
化
共
生
を
説
く
ヂ
氏
の
言

葉
は
深
く
重
く
響
い
た
の
だ
っ
た
。

（石
毛
え
い
子
・
記
）
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リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
０

く

ま

　

　

ざ

き

　

　

き

よ

　

　

こ

熊

崎

清

子

鶉翡翡勒翡鶉鶉翡愉鶉翡翡翡翡鶉翡翡蒻

女
性
高
齢
者

鶴
鰊
晰
惨
珍
颯
晰
鶉
笏
晰
鰊
薇
笏
翡
鶉
笏
劣
翡
惨
劣
鰊
蝙
翡
勒
勒
翡
翡
蝙
蒻
蝙
翡
聰
翡
晰
翡
翡
勒
勒
鰺
翡
翡
魏
翡
蒻
翡
翡
蝙

今
年
も
１２
月
を
む
か
え
、
年
末
恒
例

「討
入
　
　
と
政
策
に
つ
い
て
」
取
り
上
げ
て
お
り
、
ア
ジ

リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「男
だ
け
で
語
る
な
団
塊
大
　
　
ア
圏
の
高
齢
者
雇
用
問
題
と
比
較
し
て
、
政
策

定
年
」
の
案
内
チ
ラ
シ
が
刷
り
上
が
り
、
手
も
　
　
課
題
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
に
興
味

と
に
届
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
抱
き
ま
し
た
。

何
と
い
っ
て
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

・
シ
ナ
リ
オ
は
　
　
　
総
論
で
は
、
日
本
で
は
近
年
の
人
口
高
齢
化

『祖
母
力
』
樋
口
恵
子
著

（新
水
社
刊
）
の
内
　
　
は
、
税
お
よ
び
年
金
等
社
会
保
障
負
担
の
増
大

容
ポ
イ
ン
ト
と

「改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法

。
　

の
見
通
し
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
Ｅ
Ｕ
諸
国
で

実
施
状
況
ま
と
め
」

（平
成
１８
年
４
月
施
行
）
　

も
政
策
転
換
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

の
厚
生
労
働
省
報
告
ま
と
め
を
見
き
わ
め
た
書
　
　
　
一局
齢
者
が
社
会
に
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
社
会

き
お
ろ
し
脚
本
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
を
支
え
る
側
へ
回
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
が
わ

お
り
し
も
購
読
誌

『ビ
ジ
ネ
ス

・
レ
ー
バ

・
卜
　
　
か
る
。
サ
ポ
ー
ト
率

（勤
労
世
代
人
口
÷
高
齢

レ
ン
ド
』
（労
働
政
策
研
究

。
研
修
機
構
発
行
）
　

扶
養
世
代
人
口
）
の
国
際
比
較
か
ら
読
み
と
っ

で
は
、
日
本
と
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
て
、　
　
て
み
る
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
６５
歳
ま
で
の
就
労
促
進

「特
集

・
欧
州
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
現
状
　
　
を
図
る
な
ら
、
日
本
は
７０
歳
程
度
ま
で
の
就
労

雇
用
の
活
力

促
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
日
本
の
特
徴
と
し

て
団
塊
世
代
の
高
齢
化
も
大
き
な
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
討
入
リ
シ
ン
ポ
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
男
性
５５
歳
～
飩
歳
層
の
就
労
率

は
Ｅ
Ｕ
計
、

５３

・
‐
％
ｏ
日
本
７８

・
６
％
と
日

本
男
性
の
就
労
希
望
、
就
業
率
が
欧
米
諸
国
と

比
較
し
て
大
変
高
い
こ
と
で
す
。
注
目
し
た
の

は
、
女
性
高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
連

合

「２
０
０
５
年
～
０
８
年
の
雇
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
か
ら
女
性
の
労
働
市
場
参
加
率
を
高
め

る
施
策
な
ら
び
活
力
の
あ
る
高
齢
化

（ア
ク
テ

ィ
ブ

・
エ
イ
ジ
ン
グ
）
へ
の
支
援
を
拳
げ
、
適

切
な
就
業
条
件
、
労
働
衛
生
の
改
善
、
仕
事
ヘ

の
適
切
な
動
機
づ
け
、
早
期
退
職
優
遇
制
度
の

改
善
な
ど
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
象
は
わ
が
国
だ
け

で
な
い
、
多
く
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
カ
ギ
と

い
わ
れ
る
高
齢
者
雇
用
政
策
へ
日
本
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
３
８
年
、
岐
阜
、
中
津
川
市
生
ま
れ
。
⑭
国

際
労
働
財
団
プ

ロ
グ
ラ
ム

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」

理
事
。
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驀
拳
拳
拳
券
界
*
*
拳
*

女性に定年問題はないのか
ひとし

仁  (ノ ンフィクション作家 )

か
加

団
塊
世
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
定
年
を
迎
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
大
量
の
退
職
者
を
地

域
社
会
に
う
ま
く
着
陸
さ
せ
よ
う
と
、
い
く
つ

か
の
自
治
体
や
団
体
が

「お
父
さ
ん
お
帰
り
な

さ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
を
催
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
し
て
、
私
な
ど

は
気
恥
ず
か
し
く
思
う
し
、
な
ぜ

「お
父
さ
ん
」

だ
け
で

「お
母
さ
ん
」
「オ
バ
さ
ん
」
「お
姉
さ

ん
」
が
な
い
の
か
、
い
ぶ
か
し
く
思
う
。

主
催
す
る
側
は
、
定
年
後
と
い
う
と
男
ど
も

が
萎
え
た
よ
う
に
生
き
る
姿
し
か
想
い
う
か
ば

な
い
の
か
、
と
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
く
な
る
。

私
自
身
、
昭
和
２２
年
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
な

の
で
実
感
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
同
世
代
の
女

性
も
ま
た
会
社
員
、
嘱
託
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
し
て
多
く
が
働
き
つ
づ
け
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
女
性
た
ち
に
手
を
差
し
の
べ
な
い
の

が
不
思
議
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
の
場
で
し
ゃ
べ
る
と
、
質
疑
応
答
の
と
き
や

終
了
後
に
、
何
人
か
の
同
世
代
の
女
性
た
ち
か

ら

「地
域
に
不
慣
れ
な
の
は
男
性
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
「男
性
よ
り
も
私
た
ち
女
性
の
ほ

う
が
、
地
域
社
会
に
入
っ
て
い
く
の
を
躊
躇
し

て
い
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
り
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
地
域
社
会
の
発
展
に
お
け
る
女
性
パ
ワ

ー
に
は
敬
意
を
表
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
ム
ラ

社
会
が
築
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、

６０
歳
の
新
参

女
性
は
溶
け
こ
め
に
く
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
３
０
０
０
人
以
上
の
定
年
退
職
者
に

長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
試
み
て
き
た
私

に
、
な
ぜ
女
性
の
定
年
問
題
を
取
り
あ
げ
な
い

の
か
、
不
満
を
ぶ
つ
け
た
り
も
す
る
。
私
と
し

て
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
つ
も
り
で
い
る
の
に
、

な
ぜ
ラ
グ
ビ
ー
を
や
ら
な
い
の
か
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
な
く
も
な
い
。

私
は
４

・
５
人
に
１
人
の
割
合
で
６０
歳
以
上

の
女
性
た
ち
に
も
取
材
を
し
て
き
た
が
、
女
性

問
題
と
し
て
本
腰
を
入
れ
て
考
究
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
の
テ
ー
マ
は
私
が
書
か
な
く
と

も
、
モ
チ
は
モ
チ
屋
で
女
性
の
筆
者
が
や
っ
て

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と
に
、
働
く

女
性
た
ち
の
定
年
を
具
体
的
か
つ
実
証
的
に
描

い
た
書
物
が
見
あ
た
ら
な
い
。

女
性
の
定
年
問
題
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
先
の
高
齢
社
会
が
語
ら
れ
て
も
不
確
か

な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。
女
性
の
書

き
手
の
登
場
が
急
が
れ
る
。

1947年名古屋市生まれ。72年早稲田大学卒業。73年勤務していた出版社を辞め、ノンフィ
クション作家として独立。以来、人物論、 ドキュメント、ルポルタージュなどを手がけ、
生活者の視点から一人ひとりに会い、取材執筆活動をつづける。長時間の取材をした定年
退職者だけでも3000人以上にのぼる。無名の人々の生活を見つめて、変わりゆく日本人の

姿を描 き、新 。日本人論を展開。著書「待ってました定年』 (文藝春秋刊)ほか他数。
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本

の

紹

介

「
風
の
流
れ
に
添

っ
て

―
ラ
ジ
オ
生
活
５７
年
」

秋
山
ち
え
子
著

講
談
社
刊
　
一
五
〇
〇
円
＋
税

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
、
日
々

の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
、
自
ら
の
取

材
と
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
き
た
秋
山

ち
え
子
は
、

８８
歳
の
昨
年
、
そ
の
５７
年
間
の
ラ

ジ
オ
生
活
に
ひ
と
区
切
り
つ
け
た
。

本
書
の
冒
頭
に
は
、

８８
歳
ま
で
働
い
て
い
る

人
間
の
健
康
状
態
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
せ
て
い

る
。
そ
し
て
本
の
行
間
に
は
、

５７
年
間
の
心
に

響
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
出
会

っ
た
人
々
と
の
思

い
出
等
々
、
秋
山
ち
え
子
の
信
念
、
読
者
に
伝

え
た
い
こ
と
が
溢
れ
て
い
る
。

毎
日
、　
一
粒
ず
つ
良
質
の
種
を
ま
い
て
き
た

著
者
は
、
限
り
が
見
え
て
き
た
自
分
の
生
き
ら

れ
る
日
を
思
い
、
日
標
を
二
筋
に
絞

っ
た
。
そ

れ
は
、
国
際
間
の
争
い
に
核
爆
弾
を
使
う
戦
争

で
解
決
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
と
、

取
り
残
さ
れ
る
人
の
い
な
い
社
会
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
願
い
を
込
め
て
、
最

後
に
長
年
朗
読
し
て
き
た

「か
わ
い
そ
う
な
ぞ

う
」

（土
家
由
岐
雄
作
）
「
星
は
見
て
い
る
」

（藤
野
と
し
え
作
）
を
掲
載
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
マ
活
動
１０
周
年
記
念
誌

「遠
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
近
く
の
グ
ラ
ン
マ
」

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
北
九
州
女
性
の
会

１
９
５
５

（昭
和
３０
）
年
に
は
２

・
３７
で
あ

っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
「北
九
州
女
性
の
会
」

が
発
足
し
た
１
９
８
５

（昭
和
６０
）
年
に
は

１

．
７６
に
な
り
、
そ
の
後
も
下
が
り
続
け
て
、

１
９
８
９

（昭
和
６４
）
年
に
は
、
日
本
中
を

「
１

．
５７
シ
ヨ
ツ
ク
」
が
走
り
ぬ
け
る
状
態
に

ま
で
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
政
府
の
少
子
化
対
策
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、

９．
年
に
育
児
休
業
法
、

９４
年
に

よ
う
や
く

「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ

る
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

親
許
を
遠
く
離
れ
て
生
活
す
る
若
い
カ
ッ
プ

ル
に
と

っ
て
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
め
る

条
件
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
子
ど
も
を
産
ん
だ

と
し
て
も
そ
の
後
の
子
育
て
は
孤
立
無
援
の
状

態
に
あ
り
大
き
な
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。

当
会
で
は
社
会
的
子
育
て
の
重
要
性
を
早
く

か
ら
認
識
し
、
シ
ス
テ
ム
創
り
を
初
め
て
１０
年

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
記
念
誌

（第
１
弾
）
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

来
年
度
は

（第
２
弾
）
を
発
行
予
定
で
す
。
あ

わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

配
食
活
動
２０
周
年
記
念
誌

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
北
九
州
女
性
の
会

当
会
で
は
各
種
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
調

査
活
動
な
ど
高
齢
化
問
題
に
対
す
る
社
会
的
な

認
識
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
１
９
８
５
年
か

ら
展
開
し
て
き
ま
し
た
。　
一
方
で
、
高
齢
者
が

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
始
し
た
配
食

活
動
が
２０
年
に
及
ん
だ
の
を
期
に

『配
食
活
動

２０
年
の
歩
み
』
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

配
食
活
動
は
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る

と
同
時
に
、
次
の
世
代
に
日
本
の
食
文
化
を
伝

え
る
役
割
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
高
齢
者
パ
ワ
ー

が
高
齢
者
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
や
子
育
て
世
代
を
も
支
え
る
市
民
参
画
型
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
も
北
九
州
市
で
の
高
齢
者
の
元
気
作
り
の

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
果
た
す
役
割
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
の
確
認
が
で
き
る
内
容
と
な

っ
て

い
ま
す
。

Ｘ
※
※
※
※
涙
×
※
※
※
※
※
※

麒
事
務
局
だ
よ
り
鰈

※
×
×
×
Ｈ
涙
×
※
※
×
※
※
※

☆
年
末

。
年
始
休
業
に
つ
い
て
、

１２
月
２５
日
①

が
仕
事
納
め
、
新
年
は
１
月
１０
日
③
か
ら
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
ま
せ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（事
務
局
一
同
）
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